
〇 病床機能再編支援給付金について
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〇 地域医療構想の実現に向けた取組の支援を目的とし、医療機関が病床削

減や再編統合を行う場合に給付金を支給するもの(財源：地域医療介護総合

確保基金（国負担10/10）)。

〇 給付金の受給にあたっては、医療機関が行う病床削減や再編統合が、地

域医療構想の実現に資するものであるか、地域医療構想調整会議及び医療

審議会において意見聴取を行う必要があること。

〇 なお、医療機関が行う病床削減や再編統合は、令和８年３月31日までに完

了するものに限る。

今般の県立江刺病院の病床の削減については、圏域で過剰
となっている急性期病床（R2.4.1現在）を削減するものであり、
病床機能再編支援給付金の給付の要件を満たすものである
こと。

資料４
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単独病床機能再編計画書

医療機関名
構想区域

許可病床 稼働病床
対象３区分 対象３区分

⾼度急性期 急性期 慢性期 回復期 休棟等 ⾼度急性期 急性期 慢性期 回復期 休棟等
A B C D E F G a b c d e f g

①令和２年４⽉１⽇時点 118 118 0 118 0 0 0 118 118 118
②再編後の病床数 60 0 60 60 0 60

①−② ▲ 58 ▲ 118 0 ▲ 118 0 60 0 ▲ 58 ▲ 118 0 ▲ 118 0 60 0
病床再編の年度内訳

令和２年度 0 ▲ 118 ▲ 118 118 0 ▲ 118 ▲ 118 118
令和３年度 0 0 0 0
令和４年度 0 0 0 0
令和５年度 0 0 0 0
令和６年度 ▲ 58 0 ▲ 58 ▲ 58 0 ▲ 58
令和７年度 0 0 0 0
令和８年度 0 0 0 0

計 ▲ 58 ▲ 118 0 ▲ 118 0 60 0 ▲ 58 ▲ 118 0 ▲ 118 0 60 0

地域医療構想の実現に向け
必要な病床削減である説明

 県⽴江刺病院の令和２年４⽉１⽇時点では急性期が118床であったところであるが、令和２年度にこの118床全てを回復期に転換していること。そ
の後、病床利⽤率の低下により令和６年度から58床を休床していたが、令和６年度末にこの58床を廃⽌することとしている。
 これらの⼀連の動きは、胆江圏域では平成30年度には急性期が過剰であり、回復期が不⾜していた状況を是正する形となっており、また、休床し
ていた58床の減床を⾏っても同圏域の令和７年度の必要病床数を確保できており、同圏域の地域医療構想の実現に向け必要な内容となっていると考
えられること。

岩⼿県⽴江刺病院
胆江

H30病床機能報告時からR1末ま

での間で病床再編を行った場

合は、H30病床機能報告時と

R2.4.1時点のいづれか少ない

方を記入のこと。
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〇胆江地域医療構想区域の病床の状況について（令和5年度）


